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目
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
と
と
も

に
、
む
や
み
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
習

慣
が
身
に
付
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
毎
年
実
施
し
て
い
る
ゴ
ミ

拾
い
で
す
が
、
捨
て
ら
れ
て
い
る
カ

ン
や
ゴ
ミ
の
多
さ
に
驚
き
ま
す
。

午
後
は
、
三
世
代
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
幅
広
い
参
加
が
あ
り
、
世
代
間
交

流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
、

高
齢
者
が
上
手
な
の
で
驚
い
て
い
ま

し
た
。

昨
年
度
か
ら
週
五
日
制
が
完
全
実

施
さ
れ
、
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動
が

重
視
さ
る
今
日
、
こ
の
よ
う
な
活
動

を
実
施
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
意
義

あ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

健
全
育
成
活
動
（
第
三
区
）

こ
の
活
動
は
、
第
三
区
の
健
全
育

成
で
主
催
し
て
実
施
し
た
も
の
で

す
。子

ど
も
達
が
地
域
の
人
や
学
校
の

先
生
と
一
緒
に
美
化
活
動
を
実
施
す

る
中
で
、
花
咲
・
針
山
と
い
う
自
分

た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
美
化
に

法
を
学
習
し
た
後
、
参
加
し
た
小
学

生
・
高
齢
者
・
尾
瀬
高
校
生
徒
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
）
で
12
の
混
合
チ

ー
ム
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

の
人
が
初
め
て
で
講
師
に
教
わ
り
な

が
ら
の
競
技
で
し
た
が
、
三
ゲ
ー
ム

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ス

ト
ラ
イ
ク
が
出
る
と
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

寿
大
学
生
・
子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・

Ｋ
の
子
ど
も
達
合
同
の
ス
マ
イ
ル
ボ

ウ
リ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
の
指
導
の
も
と
に
ゲ
ー
ム
方

寿
大
学
・
子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ

交
流
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ

の
具
体
的
な
実
践
を
行
う
も
の
で

す
。５

月
28
日
（
水
）
に
、
運
営
委
員

会
が
発
足
し
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
中

心
に
子
ど
も
達
の
放
課
後
の
居
場
所

づ
く
り
を
考
え
て
い
く
こ
と
な
ど
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
６
月
10
日
（
火
）

に
、
県
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
連
絡

協
議
会
長
の
寺
澤
敬
子
氏
を
講
師
に

迎
え
、「
親
と
子
の
心
を
育
て
る
読

み
聞
か
せ
」
と
題
し
た
講
演
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
は
、
心
の
栄
養
素
だ

そ
う
で
す
。
感
性
を
育
む
時
代
の
子

ど
も
達
に
と
っ
て
は
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
読
み
終
わ
っ

た
後
は
、
感
想
を
聞
い
た
り
、
お
説

教
を
し
た
り
し
な
い
で
あ
っ
さ
り
と

終
わ
る
こ
と
が
大
切
だ
そ
う
で
す
。

新
し
く
発
足
し
た
北
地
区
の
読
み

聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
の
方
々
を
中
心
と

し
た
参
加
者
は
、
真
剣
に
話
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
の
読
み
聞

か
せ
活
動
が
楽
し
み
で
す
。

本
年
度
、
北
地
区
で
地
域
と
学
校

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
実
践
事
業
の

委
託
を
受
け
、
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
運
営
委
員
会
を
設

置
し
、

①
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

②
世
代
間
交
流

③
学
校
教
育
活
動
と
の
連
携
・
融
合

地
域
と
学
校
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

実
践
事
業
（
北
地
区
）
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お
年
寄
り
の
方
を
敬
愛
し
、
長
寿
を

祝
う
行
事
で
す
。

当
日
は
文
化
セ
ン
タ
ー
前
で
各
区

ご
と
に
記
念
写
真
を
撮
影
し
、
午
前

十
一
時
か
ら
式
典
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
片
品

村
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
、

群
馬
県
吟
遊
会
武
尊
支
部
の
皆
さ
ん

に
よ
る
詩
吟
が
行
わ
れ
満
席
の
会
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

又
、
武
尊
花
苗
組
合
の
皆
さ
ん
よ

り
出
席
者
の
皆
さ
ん
に
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
の
花
苗
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。

敬
老
会
員
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
健
康
に
気
を
付
け
て
、
長
生
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

敬
老
会
開
催
さ
れ
る

平
成
十
五
年
度
敬
老
会
が
、
五
月

二
十
九
日
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

敬
老
会
員
七
百
二
十
五
名
、
来
賓
五

十
三
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
敬
老
会
は
、
村
と
区
長
会
が

主
催
し
、
長
年
社
会
に
尽
く
さ
れ
た

健
康
で
受
講
し
ま
し
ょ
う
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
フ
ィ
ル
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
「
一
枚
の
絵
て
が
み
」
を
上
映

し
ま
し
た
。

高
齢
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
暖
か
い
視
線
で
見
つ
め
て
い

る
が
見
る
者
に
身
近
に
問
題
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
作
品
で
し
た
。

本
年
度
は
54
名
の
学
級
生
で
六
月

ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
、
七
月
村
民

教
養
講
座
映
画
「
折
り
梅
」（
社
会

福
祉
協
議
会
福
祉
大
会
と
共
催
）、

九
月
手
工
芸
品
づ
く
り
、
十
月
に
は

手
作
り
パ
ン
焼
き
、
十
二
月
に
は
講

演
会
及
び
閉
講
式
合
計
六
回
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

寿
大
学
始
ま
る

五
月
二
十
一
日
、
片
品
村
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
十
五
年
度
の

寿
大
学
開
講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
選
ば
れ
た
倉
田

平
四
郎
学
級
長
の
あ
い
さ
つ
で
は

「
体
を
動
か
し
新
鮮
な
気
持
ち
で

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
心
身
と
も
に

六
月
五
日
（
木
）、
サ
エ
ラ
ｃ
ｃ

尾
瀬
に
お
い
て
、
第
九
回
区
対
抗
ゴ

ル
フ
大
会
兼
第
四
十
二
回
片
品
村
民

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶

好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
各

区
選
手
を
は
じ
め
百
二
十
三
名
が
参

加
し
力
強
い
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ト
を
放
っ

て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

★
区
対
抗
成
績

優
　
勝
　
　
第
　
一
　
区

準
優
勝
　
　
第
　
六
　
区

第
三
位
　
　
第
　
八
　
区

★
村
民
ゴ
ル
フ
成
績

優
　
勝
　

吉
野
　
一
芳
（
六
区
）

準
優
勝
　

小
林
　
正
雄
（
一
区
）

第
三
位
　

本
多
　
保
行
（
六
区
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
高
橋
美
三
男(

80)
第
九
回

区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

第
四
十
二
回

片
品
村
民
ゴ
ル
フ
大
会



広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
五
年
六
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

師
の
句
碑
へ
径
苅
ら
れ
あ
り
青
鵐
啼
く

置
き
釣
の
竿
に
脈
あ
り
時
鳥

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

梅
雨
霧
に
小
沼
か
く
れ
て
青
鵐
鳴
く

草
原
は
足
裏
に
や
さ
し
き
ん
ぽ
う
げ

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

赤
城
路
の
峠
山
坂
山
椒
の
芽

梅
雨
合
間
緑
の
　
林
鳥
の
声

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

濃
く
う
す
く
全
山
染
め
て
つ
つ
じ
燃
ゆ

雨
上
り
赤
城
つ
つ
じ
に
人
の
波

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

の
っ
た
り
と
草
食
む
牛
や
つ
つ
じ
燃
ゆ

オ
レ
ン
ジ
の
つ
つ
じ
百
花
に
酔
い
に

け
り

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

虎
鶫
遠
く
こ
え
曳
く
霧
大
沼

あ
お
じ
啼
く
秋
桜
子
句
碑
苔
青
く

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

新
緑
に
彩
ど
り
染
め
る
つ
つ
じ
か
な

新
緑
や
赤
城
小
沼
の
波
の
皺

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

赤
城
山
誇
れ
る
つ
つ
じ
県
の
花

千
疊
敷
つ
つ
じ
明
り
に
牛
長
閑

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

可
愛
い
と
つ
つ
じ
に
触
れ
る
手
の
幼
な

赤
城
路
を
野
鳥
の
声
に
癒
さ
れ
て

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

高
原
に
友
と
語
り
し
牧
句
会

白
樺
に
蝉
の
鳴
き
声
風
乗
せ
て

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

風
通
る
牧
の
は
づ
れ
の
舞
鶴
草

夕
映
え
の
代
田
に
影
置
く
武
尊
か
な

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

つ
つ
じ
咲
く
ほ
た
か
高
原
恵
比
須
顔

小
鳥
な
く
道
中
も
は
や
深
み
ど
り

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

牧
開
き
棒
げ
し
祝
詞
風
と
な
り

花
の
種
蒔
く
と
き
め
き
や
今
を
生
き

鎌
田
　
　
　
大
竹
　
恵
子

万
緑
に
呑
み
込
ま
れ
そ
う
山
路
ゆ
く

山
の
端
の
風
に
ゆ
れ
く
る
花
う
つ
ぎ

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

霧
迅
く
細
波
揺
れ
る
大
沼
小
沼

朱
の
世
界
涯
は
青
葉
に
溶
け
こ
ん
で

解
説

青
鵐
＝
ア
オ
ジ
　
燕
雀
（
え
ん
じ
ゃ

く
）
目
の
小
鳥
　
鳴
き
声
は
ホ
オ
ジ

ロ
に
似
る

時
鳥
＝
ホ
ト
ト
ギ
ス
　
山
椒
＝
さ
ん

し
ょ
う
　
虎
鶫
＝
ト
ラ
ツ
グ
ミ
　
大

沼
＝
お
お
ぬ
　
長
閑
＝
の
ど
か
　
舞

鶴
草
＝
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
　
恵
比
須
＝

え
び
す
　
祝
詞
＝
の
り
と
　
迅
く
＝

は
や
く
　
細
波
＝
さ
ざ
な
み
　
大
沼

小
沼
＝
お
お
ぬ
こ
ぬ
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Culture Comparison: 文化の比較：

Key words:  キーワード：
recycling 再生利用　　stuff (むぞうさに)詰め込む
unused 使わない　　 fold (布、紙などを)折る
closet 戸棚　　　　　 take up ～を占める
bunch 束ねる　　　 space 場所　スペース

Question: 問題：
Can we recycle plastic bags in Katashina?
片品ではプラスチック袋をリサイクルできますか？
I will give you the answer next month! 
答えは来月掲載します。

May's Answer: 5月の答え：
Americans don't order a lot of different plates
of food in restaurants - usually, just one per
person.
アメリカ人はレストランで何種類もの料理を注文し
ません。普通は一人一皿です。

July Celebrations:7月のおまつり：
7/20 National Ice Cream Day
アイスクリームの日　(アメリカ)
In the hottest month of the year, nothing is
better than a nice ice cream cone. Buy one in
your favorite flavor and enjoy!
一年で一番暑い月、おいしいアイスクリームコーン
に勝るものはありません。自分の好きな味のものを
買って楽しみましょう。

7/27 Parents' Day 親の日　（国際）
Did you forget to do something nice for your
parents on Mother's Day (in May) or Father's
Day (in June)?  You get one more chance! Buy
your parents a gift or just tell them how much
you appreciate them. Your grandparents, too!
母の日と父の日になにか良いことをしましたか。も
う一回チャンスがあります。プレゼントをしても良
いし、あなたがどれほど両親に感謝しているか伝え
るだけでもオーケイです。おじいさん、おばあさん
にも同様です。

Last month, my parents wrote about recycling and conservation. 
先月号で私の両親がリサイクルと節約について書きました。
I think it would be nice if we could recycle the plastic bags we get when we go
shopping.
買い物をしたときにもらうプラスチックの袋をリサイクルできたらいいのにと願っています。
In America, most families save their unused bags in a closet or a box. 
アメリカではほとんどの家庭で、使われない袋を戸棚や箱の中にためておきます。
I would always bunch mine up and stuff them into the biggest bag I had. 
私はいつも私が持っている一番大きな袋に束ねて詰め込んでいました。
I notice many Japanese people fold their old plastic bags, as well as other trash.
多くの日本人が古いプラスチックの袋を小さく折りたたむことを知りました。
This takes up a lot less space than the way Americans store theirs.
アメリカ人の保存方法よりずっと少ないスペースですみますね。
And, it looks nice; in fact, it looks like a new type of origami to me!
そして、それはとてもすてきに見えます。新しいタイプの折り紙のようです。
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実
技
で
、

楽
し
い
ひ

と
と
き
を

過
ご
す
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

講
師
に
、
北
関
東
武
術
連
盟
の
堀

米
秀
夫
先
生
を
迎
え
、
太
極
拳
の
初
歩

を
実
技
中
心
に
学
習
し
ま
し
た
。

簡
単
な
そ
う
に
見
え
る
動
き
で
す

が
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、
ゆ
っ

く
り
と
し
た
動
き
が
体
に
負
荷
を
与

え
、
と
て
も
よ
い
運
動
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
講
師
の
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
た
説
明
に
笑
い
な
が
ら
の

ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ
Ｔ
・
Ｋ
「
太
極
拳
」

行
政
と
住
民
の
橋
渡
し
役
で
あ
る

議
員
さ
ん
た
ち
と
「
元
気
で
楽
し
い

片
品
村
」
の
実
現
を
探
っ
て
い
こ

う
と
い
う
手
づ
く
り
の
試
み
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
短
期
間
で
の
企
画
で
あ

り
、
ご
都
合
も
つ
か
ず
、
参
加
議
員

は
五
名
の
方
々
で
し
た
。
し
か
し
、

会
場
に
お
集
ま
り
の
90
人
近
い
村
民

の
方
が
た
か
ら
は
、
参
加
の
星
野
寛

県
議
・
後
藤
正
一
村
議
・
萩
原
日
郎

村
議
・
星
野
司
村
議
・
角
田
政
弘
村

議
さ
ん
達
の
、
親
し
み
の
あ
る
人

柄
・
素
顔
に
も
触
れ
る
事
が
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
意
見
・
熱
意
に
注
目

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

村
の
今
年
か
ら
の
四
年
間
を
託
す

議
員
さ
ん
達
と
親
し
く
和
や
か
に
ま

た
辛
口
の
声
も
含
め
話
し
合
い
が
出

来
た
事
は
、
会
場
に
お
集
ま
り
の
皆

さ
ん
か
ら
有
意
義
で
あ
っ
た
と
い
う

声
が
あ
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
終
わ
り
に
は
ぜ
ひ
ま
た

こ
の
よ
う
な
楽
し
い
座
談
会
を
設
け

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
満
場
の
拍
手

で
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
企
画
主
催
団
体
よ
り
、

「
行
政
と
住
民
の
あ
い
だ
で
議
員
さ

ん
た
ち
に
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
い
た

だ
き
ど
こ
に
も
な
い
よ
り
良
い
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
、
私
た
ち
の
暮
ら

す
地
域
を
、
村
民
み
ん
な
の
参
加
に

よ
る
手
づ
く
り
で
支
え
ら
れ
て
い
け

た
ら
と
希
望
し
ま
す
。」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
る
五
月
七
日
（
水
）
午
後
六
時

半
〜
九
時
　
役
場
二
階
農
林
研
修
室

に
て
片
品
村
初
の
『
公
開
　
新
議
員

さ
ん
達
の
夢
と
抱
負
を
聴
く
会
』
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
エ
ン
ジ

ョ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
片
品
・
片
品
村

つ
く
り
研
究
会
・
尾
瀬
ネ
ッ
ト
21
の

３
団
体
。

『
公
開
　
新
議
員
さ
ん
達
の
夢
と
抱
負
を
聴
く
会
』

は
片
品
小
の
星
野
龍
二
君
が
、
見
事

第
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
お
骨
折
り
い
た
だ
き
ま

し
た
役
員
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
ご
苦

労
様
で
し
た
。

ま
た
十
一
月
の
個
人
戦
に
向
け
、

怪
我
の
な

い
よ
う
練

習
に
頑
張

っ
て
く
だ

さ
い
。

六
月
十
五
日
（
日
）
沼
田
公
園
内

沼
小
記
念
体
育
館
で
行
わ
れ
た
、
小

学
生
学
年
別
大
会
に
、
片
品
柔
道
教

室
か
ら
九
名
の
選
手
が
出
場
し
ま
し

た
。立

ち
見
の
応
援
者
が
で
る
ほ
ど
の

熱
気
の
な
か
、
選
手
達
は
は
昨
年
を

上
回
る
健
闘
を
し
、
二
年
生
の
部
で

第
三
五
回

須
田
杯
柔
道
大
会

六
月
六
日
（
金
）、
村
営
武
尊
牧

場
キ
ャ
ン
プ
場
に
お
い
て
、
武
尊
山

山
開
き
並
び
に
夏
山
リ
フ
ト
安
全
祈

願
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
は
ま
だ
開

花
し
て
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
晴
天
に

も
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
約
２
０
０

名
の
参
加
者
が
尾
瀬
太
鼓
の
太
鼓
を

合
図
に
、
登
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
も
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
山
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
武
尊
地
区

が
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
の
皆
さ
ん
で
賑

わ
う
こ
と
と
、
ハ
イ
カ
ー
の
皆
さ
ん

の
安
全
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

武
尊
山
山
開
き
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手
当
の
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い

て
、
ま
だ
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

◎
　
児
童
扶
養
手
当

十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
あ
る
児
童

（
障
害
の
あ
る
場
合
は
二
十
歳
未
満

の
児
童
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条

件
に
あ
て
は
ま
る
者
を
監
護
し
て
い

る
母
子
家
庭
な
ど
の
母
親
ま
た
は
母

親
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
。

①
　
父
母
が
離
婚

②
　
父
が
死
亡

③
　
父
が
重
度
の
障
害
者

（
国
民
年
金
一
級
程
度
）

④
　
父
の
生
死
が
不
明

⑤
　
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

⑥
　
父
が
一
年
以
上
拘
禁

⑦
　
未
婚
の
子

◎
　
特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る

二
十
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父

母
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し

て
い
る
方
。

▼
そ
の
他

○
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合

＊
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い

る
と
き

＊
児
童
（
児
童
扶
養
手
当
は
母
、

養
育
者
を
含
む
）
が
公
的
年
金
を
受

け
て
い
る
と
き
父
母
な
ど
の
所
得
が

一
定
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
手
当

の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

な
お
、
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段

に
よ
り
手
当
を
受
け
た
と
き
に
は
、

法
令
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

＊
八
月
は
現
況
届
及
び
所
得
状
況
届

の
月
で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
手
当

を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
期
限
内
に
手
続
き
を
行
っ
て
下

さ
い
。

詳
し
く
は
役
場
住
民
課

福
祉
係
内
線
三
十
六
　
ま
で

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
で
国
民
健

康
保
険
（
国
保
）
加
入
者
及
び
老
人

医
療
受
給
者
が
入
院
し
た
と
き
は
、

負
担
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

国
保
加
入
者
は
入
院
時
の
食
事
療

養
費
の
標
準
負
担
額
（
自
己
負
担
額
）

が
、
老
人
医
療
受
給
者
は
標
準
負
担

額
と
入
院
時
一
部
負
担
金
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
内
容

な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
該
当

者
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
入
院
時
一
部
負
担
金
額
の
軽
減
﹈

世
帯
主
お
よ
び
世
帯
全
員
が
住
民

税
非
課
税
世
帯
で
七
十
歳
以
上
の
人

は
、
同
一
の
月
に
同
一
の
保
険
医
療

機
関
な
ど
に
支
払
う
自
己
負
担
限
度

額
は
二
万
四
千
六
百
円
で
す
（
区
分

Ⅱ
）。ま

た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
収

入
か
ら
必
要
経
費
等
を
差
し
引
い
た

所
得
が
な
い
場
合
、
限
度
額
は
一
万

五
千
円
で
す
（
区
分
Ⅰ
）。

﹇
入
院
時
食
事
療
養
費
標
準
負
担
額

の
減
額
﹈

入
院
時
の
食
事
療
養
費
標
準
負
担

額
は
、
一
日
七
百
八
十
円
で
す
が
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
人
は
、
一

日
六
百
五
十
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

過
去
一
年
間
の
入
院
日
数
が
九
十
日

を
超
え
る
場
合
、
一
日
五
百
円
に
。

区
分
Ⅰ
の
認
定
を
受
け
る
と
、
一
日

三
百
円
に
な
り
ま
す
。

﹇
認
定
証
の
交
付
﹈

こ
の
制
度
を
受
け
る
に
は
、
役
場

保
健
課
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
後
に
認
定
証
を
交
付
し
ま

す
。
認
定
証
は
、
保
険
医
療
機
関
の

窓
口
に
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
用
意
す
る
も
の
﹈

被
保
険
者
証
・
老
人
医
療
受
給
者

証
（
受
給
者
の
み
）
・
印
鑑

広報かたしな H15. 7

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
　
法
定
免
除

生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
や
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
届

出
を
す
れ
ば
納
付
の
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
　
申
請
免
除

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
を
基
準
に
審
査
が
行
わ

れ
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
半
額
の
納
付
が
免
除
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
半
額
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
残
り
の

半
額
を
納
付
し
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

法
定
免
除
や
申
請
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き
に
、
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
の
三
分

の
一
（
半
額
納
付
は
三
分
の
二
）
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
免

除
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
を
後
か
ら
納
付
す
る
「
追
納
」
を
お
勧
め

し
ま
す
。
追
納
す
る
場
合
、
免
除
を
受
け
て
か
ら
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
保
険
料
は
３
年
目
以
降
、
経
過

し
た
年
数
に
よ
っ
て
加
算
さ
れ
た
額
に
な
り
ま
す
。

●
　
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
、
申
請
し
承
認
を
受
け
る

と
、
学
生
期
間
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
追
納

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
免
除
制
度
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
、
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
村

役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

ご
存
じ
で
す
か

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
手
当

入
院
時
の
負
担
金
を

軽
減



「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
」
が
八
月
二
五
日
か
ら
本

格
稼
働
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
全
国
ど
こ
の
市
町
村

で
も
、
本
人
及
び
同
一
世
帯
員
の
住

民
票
の
写
し
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
希
望
者
に
は
申
請
に
よ
り

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
（
手

数
料
五
〇
〇
円
）、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は

特
例
転
出
届
等
大
変
便
利
に
な
り
ま

す
。詳

し
く
は
先
に
お
配
り
し
ま
し
た

総
務
省
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
協
議
会
の
作
成
し
ま
し

た
住
基
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

次
の
基
準
に
該
当
す
る
方
は
、
表

彰
を
受
け
る
候
補
者
と
な
り
ま
す
の

で
、
受
賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
の
平
成
十

五
年
六
月
二
日
以
降
に
発
行
す
る
無

事
故
無
違
反
証
明
書
を
添
え
て
申
請

し
て
下
さ
い
。

◎
表
彰
の
種
類
及
び
主
な
受
賞
資
格

各
章
共
通
受
賞
資
格

一
　
沼
田
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で

あ
る
こ
と
。

一
　
過
去
に
同
種
の
表
彰
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
。

一
　
交
通
法
令
以
外
の
法
令
違
反
の

あ
る
方
は
表
彰
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

銅
　
　
章

一
　
五
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転
に

従
事
し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・
交
通

違
反
の
な
い
こ
と
。

銀
　
　
章

一
　
十
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転
に

従
事
し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・
交
通

違
反
の
な
い
こ
と
。

・
　
銅
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金
　
　
章

一
　
十
五
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転

に
従
事
し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・
交

通
違
反
の
な
い
こ
と
。

・
　
銀
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金
冠
銀
章

一
　
二
十
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転

に
従
事
し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・
交

通
違
反
の
な
い
こ
と
。

・
　
金
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金
冠
金
章

一
　
三
十
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転

に
従
事
し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・
交

通
違
反
の
な
い
こ
と
。

・
金
冠
銀
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

◎
表
彰
の
時
期

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
中
の
予
定

◎
受
付
期
間

平
成
十
五
年
六
月
二
日
〜

平
成
十
五
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

◎
そ
の
他

申
請
用
紙
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

無
事
故
無
違
反
証
明
を
と
る
に
は
郵

便
振
替
で
申
請
し
て
か
ら
約
二
十
日

間
か
か
り
ま
す
の
で
余
裕
を
も
っ
て

申
請
し
て
下
さ
い
。
な
お
申
請
時
に

印
鑑
・
運
転
免
許
証
・
証
明
代
金
七

三
五
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
受
付
及
び
問
い
合
せ
先

片
品
村
役
場
　
総
務
課

五
八
―
二
一
一
一
　
内
線
⑰

「
思
い
や
る
　
心
と
心
の
　
安
全

ぐ
ん
ま
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
夏
の

県
民
交
通
安
全
運
動
が
七
月
十
日
〜

十
六
日
ま
で
の
７
日
間
実
施
さ
れ
ま

す
。◎

重
点
事
項

①
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
追
放

夏
休
み
を
前
に
、
子
供
の
交
通
安

全
に
対
す
る
心
構
え
を
各
家
庭
で
、

徹
底
し
て
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
観
光
車
両

が
増
加
し
ま
す
の
で
、
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
、
ま
た
お
こ
さ
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
互
い
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

を
守
り
交
通
事
故
の
無
い
、
明
る
く

安
全
な
地
域
作
り
に
努
め
ま
し
ょ
う

片
品
村
で
は
、
短
期
大
学
以
上
の

学
生
に
奨
学
金
を
貸
与
し
て
い
ま

す
。

今
年
度
か
ら
貸
与
基
準
を
設
け
て
審

査
し
て
い
ま
す
が
、
所
得
の
制
限
に

加
え
て
成
績
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

日
本
育
英
会
の
基
準
に
倣
い
、
高
校

三
年
生
時
の
成
績
の
平
均
が
三
・
五

以
上
（
育
英
会
は
二
、
三
年
生
の
平

均
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
以

降
奨
学
金
の
貸
与
を
希
望
し
て
い
る

方
は
成
績
基
準
を
十
分
考
慮
し
て
、

勉
学
に
励
ま
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

夏
の
県
民
交
通
安
全

運
動
実
施
中

奨
学
金
貸
与
を
希
望

さ
れ
る
方
へ

〜
教
育
委
員
会
か
ら

お
知
ら
せ
〜

「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」

二
次
施
行
の
お
知
ら
せ

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰
の

お
知
ら
せ

図書室だよ
り�

『翼をください』
アンソニー・Ｇ・ジョンソン　著

読んでみませんか

虐待、エイズ、孤独、に勝った14歳の
少年が綴った感動のノンフィクション！

『黄色い目の魚』
佐藤多佳子　著

キライばかりの心の中に、こんなに大き
な「好き」があったのか。

『ブレイブ・ストーリー』上・下
宮部みゆき　著

長編和製ファンタジー。展開の速さに、
長さを感じさせない。
夏休に向けて、中学生、高校生におすす
めです。

『天国の本屋』
松久淳＋田中歩　著

忘れたくない感動。きっと本がすきにな
る。

＊
火
〜
金
午
後
一
〜
五
時
開
室

＊
夏
休
期
間
は
、
月
〜
金
曜
日

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
開
室

＊
　
は
お
休
み
で
す
。

＊
○
印
は
み
や
ま
号
巡
回
日
で
す

6

広報かたしな H15. 7

図書室カレンダー　７月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31
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こ
の
講
座
は
、
群
馬
県
立
点
字
図

書
館
に
お
い
て
点
字
奉
仕
活
動
を
継

続
し
て
実
践
す
る
方
を
養
成
す
る
た

め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
詳

し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
程

○
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

９
月
２
日（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時

○
基
礎
編

９
月
４
日
〜
12
月
４
日
の
毎
木
曜

日（
計
14
回
）

○
実
践
編

１
月
〜
３
月

※
期
間
中
、
月
１
回
程
度
集
合

修
了
日
　
３
月
25
日（
木
）

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

会
場県

社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

５
階
５
０
１
会
議
室

（
前
橋
市
新
前
橋
町
１
３
の
１
２
）

内
容

①
視
覚
障
害
者
の
現
状
と
福
祉
対
策

等
に
つ
い
て

②
点
字
図
書
館
と
奉
仕
活
動

③
点
訳
の
基
礎
理
論
と
実
際

受
講
資
格

・
視
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と
熱

意
を
有
す
る
方

・
県
内
に
居
住
す
る
方

・
講
座
修
了
後
は
、
県
立
点
字
図
書

館
で
点
訳
図
書
製
作
の
奉
仕
活

動
が
で
き
る
方

・
全
日
程
受
講
可
能
な
方

定
員

30
人
程
度（
選
考
）

受
講
料

１
　
０
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

応
募
方
法

講
座
内
容
説
明
会
（
次
の
日
程
の

う
ち
午
前
又
は
午
後
の
部
の
い
ず
れ

か
１
回
）に
必
ず
出
席
し
て
下
さ
い
。

出
席
さ
れ
る
日
時
を
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
電
話
連
絡
し
て
下
さ
い
。

こ
の
説
明
会
の
際
、
受
講
申
込
書

が
配
布
さ
れ
ま
す
。

・
日
程
　
７
月
23
日（
水
）

７
月
24
日（
木
）

・
時
間
　

午
前
の
部
　
10
時
〜
11
時
半

午
後
の
部
　
２
時
〜
３
時
半

・
会
場
　

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
５
階
５
０
１
会
議
室
）

受
講
者
の
決
定

受
講
申
込
者
に
は
選
考
結
果
を
８

月
15
日
（
金
）
ま
で
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
立
点
字
図
書
館

（
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

1
０
２
７
―
２
５
５
―
６
５
６
７

最
近
、
悪
質
な
金
融
業
者
か
ら
、

借
金
の
返
済
を
迫
る
内
容
の
電
報
や

郵
便
物
が
送
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
事

案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

身
に
覚
え
の
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
　

請
求
は
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
う
っ
か
り
連
絡
先
等
に
電

話
す
る
と
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル
の
元
に

な
り
ま
す
の
で
電
話
は
し
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
に
請
求
が
き
て
も
、
取
立

て
に
き
た
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
た
ず
ら
に
怖
が
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
し
、
い
わ
れ
の
な
い
借

金
の
取
立
て
が
来
た
ら
１
１
０
番
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
の
ご
案
内

◎
尾
瀬
交
番
　
　
５
８
―
３
１
４
４

◎
沼
田
警
察
署
　
２
２
―
０
１
１
０

◎
沼
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

２
０
―
１
５
０
０

◎
県
民
の
声
相
談
室

０
２
７
―
２
２
４
―
８
０
８
０

◎
群
馬
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
２
７
―
２
５
４
―
３
０
０
０

広報かたしな H15. 7

平
成
15
年
度

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

架
空
の
債
権
請
求
等
に

ご
用
心

’

◎警察官Ｂ　男性・女性
○受験資格
昭和48年４月２日から昭和61年

４月１日までに生まれた人。
ただし、学校教育法による大学

（短期大学を除く）又はこれと同等
と人事委員会が認める学校を卒業又
は平成16年３月までに卒業の見込み
の人は受験できません。
○受付期間
平成15年７月22日（火）

～８月８日（金）
○第１時試験日
平成15年９月21日（日）

試験案内配布場所
沼田警察署及び各交番・駐在所
詳しくは、沼田警察署、最寄りの

交番・駐在所にお尋ね下さい。
【沼田警察署】10278－22－0110

平成15年度自衛官採用試験のお知らせ
※防衛庁では、平成15年度各種自衛官の採用試験を次のとおり行います。

※ホームページ　群馬地連　http://www.gunma.plo.jda.go.jp

連絡先
住所：〒378－0053 沼田市東原新町1471－3 自衛隊沼田募集事務所
電話：0278－23－4111

２等陸海空士

２等陸海空士

陸 曹 候 補 士

一般曹候補学生

航 空 学 生

看 護 学 生

防衛医科大学校学生

防衛大学校学生

自 衛 隊 生 徒

種　　目 資　　格 一 次 試 験 受 付 期 間区分

男子

女子

男女

男女

男女

男女

男女

男女

男子

18歳以上27歳未満

18歳以上27歳未満

18歳以上27歳未満

18歳以上24歳未満

高卒（見込）21歳未満

高卒（見込）24歳未満

高卒（見込）21歳未満

高卒（見込）21歳未満

中卒（見込）17歳未満

9月上旬～中旬

9月26日（金）

9月20日（土）

9月23日（火）

10月19日（日）

11月1日（土）～2（日）

11月8日（土）～9（日）

16年1月10日（土）

8月4日（月）

～9月10日（水）

9月12日（金）

～10月10日（金）

11月4日（火）～1月6日（火）

平成15年度群馬県警察官Ｂ
採用試験の実施について

沼田警察署
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日
　
時

十
一
月
二
日(
日)

午
前
九
時
三
十
分
〜

午
後
四
時
三
十
分

会
　
場

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
４
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

沼
田
市
東
原
新
町
一
八
〇
一
―

七
二

受
験
料

一
万
六
千
円

（
当
日
の
受
験
講
習
料
含
む
）

受
験
申
込
書
配
布
期
間

八
月
一
日
〜
八
月
二
十
九
日

受
験
申
込
受
付
期
間

八
月
一
日
〜
九
月
五
日

受
験
申
込
書
配
布
及
び
受
付
、
問
い

合
わ
せ
は
片
品
村
ダ
ム
対
策
課
へ

県
で
は
、
介
護
支
援
専
門
員
の
実

務
研
修
受
講
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

介
護
支
援
専
門
員
の
業
務
内
容

は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
心
身
の

状
況
や
環
境
、
本
人
の
意
向
な
ど
を

考
え
合
わ
せ
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
市
町
村
や
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
と
連
絡
・
調
整
を
行
う
な
ど

で
す
。

受
験
資
格

保
健
、
医
療
、
福
祉
の
い
ず
れ
か

の
分
野
で
実
務
経
験
が
五
年
以
上
の

人
（
詳
細
は
受
験
案
内
を
参
照
の
こ

と
）。

試
験
日
程

平
成
十
五
年
十
月
二
十
六
日
（
日
）

申
込
期
間

平
成
十
五
年
八
月
一
日
（
金
）
〜

平
成
十
五
年
八
月
二
十
五
日
（
月
）

試
験
案
内
配
布

平
成
十
五
年
七
月
上
旬
〜

試
験
案
内
配
布
場
所

役
場
住
民
課
、
沼
田
保
健
福
祉
事

務
所
、
県
庁
介
護
保
険
課

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
介
護
保
険
課

０
２
７
―
２
２
６
―
２
５
８
２

広報かたしな H15. 7

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
の
お
知
ら
せ

８月８月

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

☆
生
涯
学
習
講
座
関
係

・
ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ
Ｔ
・
Ｋ

・
第
五
回
「
古
文
書
を
読
む
会
」

☆
青
少
推
、
子
育
連
関
係

・
子
ど
も
会
球
技
大
会(

村)

・
子
ど
も
会
球
技
大
会(

郡)

・
少
年
の
主
張
利
根
沼
田
大
会

☆
社
会
体
育
関
係

・
区
対
抗
野
球
大
会

☆
ス
ポ
少
関
係

・
蕨
市
と
の
交
流
会

☆
学
校
関
係

◇
全
体

・
始
業
式

・
移
動
音
楽
教
室

◇
片
小

・
家
庭
訪
問

◇
北
小

・
校
内
水
泳
記
録
会

◇
南
小

・
ス
ポ
少
キ
ャ
ン
プ

・
プ
ー
ル
納
め
（
低
学
年
）

・
プ
ー
ル
納
め
（
高
学
年
）

◇
武
小

・
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
親
子
行
事
）

・
校
内
水
泳
記
録
会

☆
そ
の
他

・
書
道
教
室

27
日

下
旬

３
日

24
日

29
日

４
日
〜

17
・
18
日

25
日

27
日

７
月
28
日
〜
７
日

28
日

２
・
３
日

27
日

28
日

９
日

26
日

３
・
18
日

※
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。

日
　
時

７
月
18
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

会
　
場

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

※
　
入
場
無
料

３
年
に
一
度
、
社
会
福
祉
の
関
係

者
が
一
堂
に
会
し
、
地
域
の
社
会
福

祉
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰

い
た
し
ま
す
。

終
了
後
に
痴
呆
症
の
老
人
と

そ
の
家
族
を
テ
ー
マ
に
し
た
映

画
「
折
り
梅
」
を
上
映
い
た
し

ま
す
。

県
内
各
地
で
上
映
さ
れ
大
き

な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
作
品
で

す
。
入
場
料
は
無
料
で
す
の
で
、

是
非
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
お
出
か
け
下
さ
い
。

児
童
健
全
育
成
事
業
と
し
て
、
朗

読
劇
「
リ
ー
ダ
ー
ス
・
シ
ス
タ
ー
お

話
が
い
っ
ぱ
い
」
の
公
演
を
行
い
ま

す
。
こ
の
劇
は
、
観
客
参
加
型
で
あ

り
三
歳
児
か
ら
小
学
校
生
く
ら
い
ま

で
の
子
供
が
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
夏
休
み
期
間
中
で
す
の

で
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時

平
成
一
五
年
七
月
三
一
日
（
木
）

午
後
二
時
開
演

◆
場
所

役
場
二
階
農
林
研
修
室

◆
入
場
料

無
料

◆
公
演
劇
団
名

楽
劇
団
　
い
ち
ょ
う
座

◆
問
い
合
わ
せ
先

鎌
田
児
童
館
　
５
８
―
３
９
８
５
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片
品
村
で
は
、
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
は
既
に
、
二
月
十
七
日
・
十
八

日
お
よ
び
五
月
十
三
日
・
十
五
日
と

各
区
に
出
向
い
て
の
説
明
会
・
座
談

会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、「
市
町
村

合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
実
施

に
あ
た
り
、
再
度
集
落
単
位
で
の
説

明
会
を
希
望
さ
れ
た
地
区
で
説
明
会

を
行
い
ま
し
た
。

説
明
会
の
実
施
状
況
は
下
表
の
と

お
り
で
し
た
。

な
お
、「
市
町
村
合
併
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
概
要
に
つ
い

て
は
、
８
月
号
の
広
報
か
た
し
な
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

六
月
一
日
沼
田
公
園
グ
ラ
ン
ド
に

て
利
根
沼
田
支
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
が
開
催
さ
れ
、
片
品
村
か
ら

も
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
第
七
分
団

が
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
台
に
分
団

が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
、
第
七
分
団
が

五
位
に
第
二
分
団
が
六
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。
出
場
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ

ん
は
次
の
方
々
で
す
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
第
二
分
団
）

指
揮
者
　
　
井
　
上
　
憲
一
郎

一
番
員
　
　
桑
　
原
　
智
　
也

二
番
員
　
　
三
　
浦
　
正
　
寿

三
番
員
　
　
清
　
水
　
道
　
浩

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
第
七
分
団
）

指
揮
者
　
　
小
　
川
　
　
　
猛

一
番
員
　
　
萩
　
原
　
聖
　
彦

二
番
員
　
　
萩
　
原
　
　
　
徹

三
番
員
　
　
萩
　
原
　
　
　
学

四
番
員
　
　
萩
　
原
　
新
　
也

広報かたしな H15. 7

市
町
村
合
併
地
区
別

説
明
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

夏休みをたのしく元気に
すごさせるために（保護者の方へ）
７月15日から８月31日を期間として全県下で

「夏の青少年健全育成運動」が実施されます。夏は
青少年が学校や職場から開放され思わぬ事故や非
行が発生する時期でもあります。本村においても
この期間中青少年が楽しく有意義に過ごせること
を目標に、次のとおり推進事項を作成しましたの
で、保護者の皆様の特段のご協力をよろしくお願
いいたします。

１、健康に注意し、規則正しい生活で身体を鍛え
させましょう。

２、家のお手伝いをさせましょう。
３、家族でお互いの行先、帰宅時間をはっきりし

ておきましょう。
４、あいさつの励行を心がけましょう。
５、交通事故にあわないよう注意しましょう。

片品村教育委員会

片品村青少年健全育成会議
重　点　目　標

片品村の青少年の健全な成長を願って、健全育
成中央会議で「片品村の重点目標」を作りました。
地区や学校では、これにもとづいてそれぞれの

目標を立てて実践されるよう、また家庭において
は、親子でよく話し合い、家の目標を確立して実
行されるようお願いいたします。

１．大人も子どももすすんで挨拶をしよう
大人も子どももお互い挨拶をすることで、地域

のコミュニケーションを図るために、この目標を
掲げました。片品の子ども達の素直さをさらに伸
ばして、地域全体で子ども達を育てましょう。

２．家庭学習を習慣づけ学習意欲を高めよう
子どもの本分は学習であり、学校でよく学習す

るには家でもよく勉強する必要があります。親子
で話し合い将来の目標を定め、毎日家庭学習につ
とめましょう。

５月27日（火）

６月５日（木）

６月９日（月）

６月９日（月）

６月９日（月）

６月10日（火）

６月10日（火）

６月11日（水）

６月12日（木）

６月12日（木）

６月15日（日）

６月17日（火）

６月18日（水）

６月18日（水）

６月19日（木）

６月19日（木）

６月19日（木）

６月20日（金）

６月23日（月）

栗 生

針 山

商工会青年部

御 座 入

下 平

須 賀 川

築 地

幡 谷

鍛 冶 屋

摺 渕

新 井

鎌 田

上 而

太 田

上 小 川

中 里

阿 村

菅 沼

下 小 川

栗 生 集 会 所

針 山 集 会 所

商 工 会 館

御 座 入 公 民 館

下 平 住 民 セ ン タ ー

須 賀 川 住 民 セ ン タ ー

築 地 住 民 セ ン タ ー

幡 谷 住 民 セ ン タ ー

鍛 冶 屋 住 民 セ ン タ ー

摺 渕 へ き 地 保 育 所

土 出 公 民 館

鎌 田 住 民 セ ン タ ー

上 而 集 会 所

太 田 住 民 セ ン タ ー

上 小 川 公 民 館

中 里 集 会 所

阿 村 集 会 所

菅 沼 集 会 所

下 小 川 集 会 所

16人

10人

20人

12人

14人

27人

22人

16人

17人

23人

17人

21人

36人

10人

22人

16人

19人

13人

24人

355人

月　　日 地区名 会　　　場 参加者数

消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
で
入
賞
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バス・電車体験乗車モニター
（小・中学生）募集

県内を走る路線バス（市町村乗合バスを含む）
及び上信電鉄・上毛電鉄・わたらせ渓谷鐵道の各
事業者は、９月21日（日）に開催する「公共交通
フェア」の一環として、実際に小・中学生の皆さ
んにバスや電車に乗ってもらい、その結果をアン
ケートで答えてひらう体験乗車モニターを募集す
る。
○応募資格 県内の小・中学校生
○体験乗車日 平成15年９月20日（土）

～９月21日（日）の２日間
○乗車可能範囲 県内を走る全ての路線バス、上
信電鉄・上毛電鉄・わたらせ渓谷鐵道全線

○特典 モニターの人には、乗車可能範囲内の全
ての路線バス・電車が何回でも無料で利用でき
る「バス・電車体験乗車きっぷ」（１枚で小・中
学生２名まで利用できる）を進呈

○募集締切 平成15年９月１日（月）
○募集人数 500人（先着順）
○申し込み方法 ハガキに、「体験乗車モニター希
望」と明記し、郵便番号・住所・氏名・学校
名・学年・電話番号を記入のうえ、郵送する。

○申し込み先 群馬県土木部交通政策課地域交通
グループ（〒371-8570 前橋市大手町1-1-1
1027－226－2383）

日時 平成15年７月13日（日）

10時～14時

会場 片品村役場駐車場及び役場ロビー

主催 エンジョイネットワーク片品

後援 片品村　片品村イベント委員会　ＦＭ群馬

群馬ＴＶ

協賛 片品村商工会・農協

水資源開発公団・戸倉ダム建設所

日時 ７月28日（月）・29（火）
午前９時～午後４時ぐらいまで

会場 越本分校・住民センター
もちもの やりたい宿題をもって来てね。無料

夏休みの宿題やっちゃおう

―片品おやこ劇場―

「片品の元気」に会いに来てね！

宝さがし in 片品の元気
第11回ふれあいバザール

民芸・木工・おもちゃお医者さん・うどん・野

菜・炭・みそ・きのこ・商工青年部・酒屋青年

部・水資源・農協・ちびっこ商店街・Ｊクル

ー・尾瀬太鼓・空手・子どもフリーマーケッ

ト・献血車・気ママ屋・風雪と樹　他

バス・電車体験乗車モニター
（小・中学生）募集

9月6日（土）～11月11日（火）はサーカスを見に行こう！
群馬初公演

ＮＥＷミラクル世界猛獣ショー＆
木下大サーカス

今回の一番の話題は、史上まれにみるライオン、トラ、ヒョ
ウ11頭が競演する世界一の「ＮＥＷミラクル世界猛獣ショー」。
キリン、シマウマ競演の「サファリスペクタクル」、「夢のダブ
ル空中ブランコショー」など夢と笑いとスリルに満ちた大スペ
クタクルステージを繰り広げます。
■入場料金／前売券 大人２,５００円（当日２,７００円）

子供１,５００円（当日１,７００円）
※指定券もあります。
■招待券プレゼント！！
読者サービスとして抽選で、５組10名様をご招待。官製はが

きに住所、氏名、「招待券希望」と書いて、片品村役場総務課広
報係（〒378-0498片品村鎌田3967-3）までお申込ください。
（７月25日消印有効）※お一人さま１枚まで。当選者は広報８
月号で発表します。
有効期限：９月６日（土）～10月10日（金）
木下大サーカス高崎公演事務局　1０２７－３２４－９０００

（９月２日まで）



人口と世帯(平成15年６月１日現在)世帯数 1,764世帯(－４) 男 2,941人(－４) 女3,044人(＋１) 計5,985人(－３）

将来どんな人になってほしいですか
健康で健やかな精神を

持ち、また誰からも愛さ
れ、分け隔てなく愛する
事の出来るやさしい女性
になってくれれば最高だ
と思います。

ちゃん（H14．７．16生）

吉田　剛・孝美 さん（鎌田）のお子さん

命名 彩乃

宮
田
　
智
史
　
男
　
光
　
輝
　
東
小
川

戸
丸
　
和
元
　
男
　
皐
　
生
　
菅
　
沼

田
中
　
政
樹
　
男
　
漱
　
真
　
鎌
　
田

星
野
　
　
裕
　
男
　
哀
　
夢
　
土
　
出

戸
丸
　
智
博
　
女
　
麗
　
奈
　
花
　
咲

(((((

(((

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
十
人

萩
原
　
正
宏
　
五
九
歳
　
戸
　
倉

三
浦
　
ち
よ
　
九
五
歳
　
幡
　
谷

入
澤
　
イ
カ
　
九
三
歳
　
越
　
本

丸
山
　
英
夫
　
四
七
歳
　
土
　
出

桑
原
　
邦
二
　
七
四
歳
　
幡
　
谷

吉
野
　
は
る
　
八
七
歳
　
土
　
出

須
藤
ハ
ツ
エ
　
八
二
歳
　
越
　
本

山
本
亀
治
郎
　
七
五
歳
　
東
小
川

星
　
　
三
郎
　
八
五
歳
　
東
小
川

高
山
タ
メ
子
　
七
四
歳
　
東
小
川

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届

出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓
　
口
　
か
　
ら

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
五
人

五
月
二
十
日
〜
六
月
十
九
日

こ
う
　
　
き

さ
い
　

せ
い

そ
う
　
　
ま

あ
い
　
　
む

れ
　
　

な
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広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

待望の女の子。真剣に
考え始めたのは生まれて
から、名前で一番気を使
ったのは響き。やさしい
響きで、女の子らしい名
前を画数でいくつか選び
家族みんなで話し合い最
終的にはお兄ちゃんに決
めてもらいました。

国民健康保険税
固 定 資 産 税
水　道　料

納期は７月31日です

第４期
第２期

６・７月分

今月の納期は

結
婚
さ
れ
た
方
々
　
八
組

○
星
　
野
　
一
　
也

花
　
咲

和
南
城
　
絵
　
美

昭
和
村

須
　
藤
　
雄
　
史

東
小
川

○
坂
　
田
　
礼
　
子

北
海
道

○
広
　
瀬
　
哲
　
也

埼
玉
県

黒
　
滝
　
由
　
美

鎌
　
田

○
星
　
野
　
鉄
　
也

花
　
咲

紺
　
野
　
　
　
桂

神
奈
川
県

○
上
　
村
　
　
　
敦

川
場
村

星
　
野
　
ゆ
か
り

須
賀
川

○
桑
　
原
　
一
　
浩

築
　
地

河
　
野
　
里
　
沙

埼
玉
県

○
星
　
野
　
守
　
夫

御
座
入

須
　
永
　
佳
代
子

昭
和
村

○
千
　
明
　
要
　
一

下
　
平

塚
　
田
　
い
づ
み

前
橋
市

あや の

将来どんな人になってほしいですか
人にも優しく好かれ

明るくいつも笑顔がた
えない元気で思いやり
のある立派な女の子に
なってほしいです。

ちゃん（H14．７．17生）

桑原隆信・裕美 さん（御座入）のお子さん

命名 璃莉亜
青いるりの宝石の輝

きをもつ美しく香気の
高い女の子らしくかわ
いい名前をつけたく
「りりあ」と名付けま
した。

り り あ

善
　
　
意

一
、
傘
　
三
〇
本

利
根
沼
田
明
る
い
社
会
づ
く

り
の
会
よ
り
、
傘
三
〇
本
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。




